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令和４年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館 

第１回定時理事会議事録 

 

日時  令和４年５月６日（金） 

    午後１時３０分 開会 

場所  調布市武者小路実篤記念館 

    地下作業室 

 

 

出席理事（６人） 

      理事長     武者小路 知行 

      常務理事    柏 原 公 毅 

      理事      小 林 達 哉 

      理事      田 波 利 明 

      理事      安 本 登喜子 

      理事      濱 嶋   稔 

 

出席監事（２人） 

      監事      新 井 七 吾 

      監事      中 川 恵 之 

 

事務局   事務局長    福 島 さとみ 

主幹      伊 藤 陽 子 

      総務係長    石 井 めぐみ 

      総務係主事   岸   佑 香 

 

陪席 

郷土博物館 副館長     御 前 智 則 

       

 

 

（午後２時４２分 閉会） 
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［議事次第］ 

         －理事長挨拶－ 

 

第１ 議題 

 （１）審議事項 

     議案第１号 令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念

館事業報告（案）の承認について 

     議案第２号 令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念

館収支決算書（案）の承認について 

 

 （２）報告事項 

     報告第１号 令和４年第２回調布市議会定例会に提出する一般

財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況報

告について 

 

第２ その他 
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○事務局長  それでは、定刻になりましたので、これより令和４年度一

般財団法人調布市武者小路実篤記念館第１回定時理事会を開催させていた

だきます。 

 私は、当財団法人の事務局長、福島です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 さて、当財団法人は、本年４月をもちまして、調布市武者小路実篤記念

館の指定管理者として第２期をスタートしてから４年目の年となっていま

す。今後ともこれまでと変わらぬ御指導と御鞭撻を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 また、お手元には、展示会等の資料を配付させていただいておりますの

で御確認をお願いいたします。 

 なお、本日の理事会には、調布市において当財団の所管部署である郷土

博物館から、御前副館長が陪席されておりますので、あらかじめ御報告い

たします。 

○副館長  よろしくお願いします。 

○事務局長  それでは、次第に従いまして、初めに武者小路理事長から

御挨拶をお願いいたします。 

○武者小路理事長  どうもお忙しいところ、ありがとうございます。今

日は大変気候的には過ごしやすい日ですけど、何か寒い日、暑い日、なか

なか落ち着かないんで、体のほうがなかなか追いつくのが大変だとは思い

ますけれども、皆様、健康に御留意いただいて、よろしく御活動をお願い

いたしたいと思います。 

 それでは、今日はよろしくお願いいたします。 

○事務局長  ありがとうございました。 

 それでは、理事会の議長は、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定

款第３３条の規定により、理事長が行うこととなっておりますので、武者

小路理事長、よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  それでは、議長を務めさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。議事進行につきまして、協力をお願いいたしま

す。 

 まず初めに、本日の理事会の定足数について、事務局から御報告をお願

いいたします。 

○事務局長  本日の理事会には理事６名全員が出席しており、定足数を

満たしております。一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款３４条の
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規定により、本理事会は成立していることを御報告いたします。 

 なお、本日は監事お二人にも御出席いただいております。 

 以上です。 

○武者小路理事長  それでは、本理事会の議事録の署名につきまして、

一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の定款第３７条の規定により、理

事長の私と、本日出席されている新井七吾監事、中川恵之監事にお願いす

ることといたします。よろしくお願いします。 

 続きまして、次第の第１議題について議事を進めてまいります。 

 まず、審議事項ですが、議案第１号「令和３年度一般財団法人調布市武

者小路実篤記念館事業報告（案）の承認について」を議題といたします。

事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局  議案第１号、令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤記

念館事業報告（案）の承認について。上記の議案を提出する。令和４年５

月６日。提出者、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館理事長、武者小

路知行。提案理由、令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館事

業報告の承認を求めるため提案するものであります。 

 それでは、御説明をしてまいりたいと思います。事業報告（案）と、そ

れから、本日、当日配付でお配りしております参考資料１を見ながら御説

明させていただこうと存じます。 

 実篤記念館では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和３年４

月２７日から５月１１日までを臨時休館とし、その後も事業の中止、延期、

規模縮小などにより、令和２年度に引き続き事業全般にわたり大きな影響

がありました。また、施設管理においても、来館者に安全・安心に利用し

ていただくために、年間を通して施設内外の消毒など徹底した感染防止対

策を実施いたしました。感染防止対策につきましては、本日お配りした参

考資料の４ページ目、一番後ろにございます。こういった新たな対応も取

っております。 

 それでは、事業報告（案）の２ページを御覧ください。令和３年度、特

徴的な事項について簡単に御説明させていただきます。 

 展示事業でございます。 

 春の特別展といたしまして、「『白樺』創刊１１０年 文学の道」－ 
１３年５ヶ月の軌跡－を開催いたしました。こちらは令和２年度に延期と

なったもので、これを改めて令和３年度に開催いたしたものです。「『白

樺』の文学がどのように評価されていったか」ということをテーマとして
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紹介いたしました。 

 秋の特別展といたしましては、「武者小路実篤と映画」を開催いたしま

した。「映画のまち調布」と関連づけて企画し、実篤の文学作品を原作と

して制作された映画を中心に、実篤自身の映画観も含めて、実篤と映画と

の関わりを紹介しました。 

 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに関連した展示といたしま

して、夏休み企画展「知ってる？武者小路実篤」で、実篤とオリンピック

をテーマとしたコーナーを設けました。１９３６年に欧米旅行先から書き

送ったベルリン大会の観戦記事と、１９６４年の東京大会の閉会式の入場

行進への感動を記した自伝小説「一人の男」の原稿などを展示いたしまし

た。 

 それぞれ展示につきましては、お配りしました参考資料の１ページ目の

ところに写真を掲載しておりますので、こちらも御参照いただけたらと存

じます。 

 展覧会に附随いたしまして、展覧会をよりよく、深く鑑賞して、関心を

継続し、また読書につなげるために、展覧会の内容に合わせた魅力あるツ

ールの作製と提供に努めました。こちらも参考資料１の２ページ目中段の

右側に、そのツールなどの例を挙げております。 

 事業報告に戻りまして、３ページを御覧ください。普及事業でございま

す。 

 講演会・講座等事業でございますが、企画の段階で、定員の５０％以下

の人数で企画し、また、そのときそのときの新型コロナの感染状況によっ

て、個別に実施と中止の判断をしました。実施する場合には感染防止対策

を徹底し、参加者の協力を得て行いました。中止した事業については、動

画をインターネットで配信するなど、代わりの方法を取っております。ま

た、中止した事業の配信に関しましては、「初夏の自然観察会」について

は、講座そのものを動画にするのではなくて、自然観察の教材となる動画

の制作に変更いたしました。 

 親子講座につきましては、企画段階からオンラインの開催として企画し、

配信している動画を見ながら、教材を送って、自宅で体験するという方法

で実施いたしました。 

 これらの普及事業に関しまして、参考資料１の２ページ目を御覧いただ

けますでしょうか。講座、講演会、それから教材動画について、こちらで

御紹介しております。 
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 夏休みの自由研究サポートにつきましては、体験型メニューについては、

企画段階から館内開催としてではなく、教材配布といたしました。「実篤

記念館をテイクアウト！？」という形で、お配りする教材として、令和３

年度は、遊びながら実篤の生涯と人生を学ぶことができる「実篤人生すご

ろく」を作製して、「実篤ぬりえ」とともに配布いたしました。これは入

館者全員への配布といたしました。こちらの「テイクアウト」につきまし

ても、参考資料３ページの右上のところに写真を掲載しております。こう

いった形のものを配布いたしました。 

 ４ページに進ませていただきます。学校教育との連携でございます。 

 小・中学校の図書室でのパネル展示については、実篤が日本にゴッホや

ロダンの芸術を紹介したことなどをテーマとして、新たに３種類のパネル

を製作しました。 

 博学連携といたしましては、小・中学校でのタブレット学習に対応して、

実篤記念館が持つコンテンツを教材として利用しやすいように整備し、ホ

ームページに学習サポートページを新設いたしました。 

 また、令和２年度に続きまして、教育委員会教育部指導室が実施してい

る若手教員育成研修（初任者研修）の受入れをさせていただきました。こ

の研修の成果から、柏野小学校への出張授業が実現いたしました。参考資

料の３ページから４ページのところに掲載しております。一番上、左が子

供たちに配っている行事の案内、その下が、今御説明いたしました博学連

携の学習サポートのページでございます。そして、右下が、柏野小学校で

の出張授業の様子となっております。 

 参考資料３ページ目の一番下の左を御覧いただきたいのですが、こちら

で報告しておりますミュージアムアドバイザーによる報告「博学連携にお

けるＩＣＴの活用及び実篤記念館のホームページ等の現状の課題」という

ことで、ミュージアムアドバイザーに依頼してワークショップなどを開い

たのですけれども、こちらの報告書を本日、当日配付資料としてお手元に

配付しております。 

 事業報告に戻ります。４ページを御覧ください。ボランティア活動では、

令和元年度から中止しておりますボランティアガイドにつきまして、東京

都リバウンド防止措置が終了した１２月については実施することができま

した。また、在宅でできる活動として、試験的に実篤の文学作品のテキス

ト入力を始めております。 

 資料収集・管理事業でございます。４ページでございますけれども、資
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料収集事業といたしまして、令和３年度は各方面から計２５１点の寄贈、

２点の寄託を受けまして、購入した１９０点と合わせて４４３点を収集い

たしました。 

 資料整理・保存事業でございますが、作品・資料の修復・複製などにつ

いてですが、参考資料の４ページ目の右、上から２段目のところに修復作

品の報告がございますので、こちらも御参照いただければと思います。 

 事業報告に戻ります。５ページ、閲覧サービス・情報公開事業でござい

ます。 

 ア、閲覧サービス事業でございますが、コロナに対応して変更または休

止していたサービスを順次復旧してまいりました。映像視聴システムは、

タッチパネルによる１２番組からの選択制に復旧いたしました。開架図書

の利用を通常の利用方法に戻し、収蔵品検索システムの自由使用と情報提

供システムの利用を再開いたしました。 

 イの情報公開事業でございます。情報提供システム機器のリースアップ

によりまして、サーバーなど一部機器の入替えと、それに伴うシステム及

びデータの移行を行いました。併せまして、閲覧室に設置しておりますデ

ータベース閲覧用機器をノートパソコンからタブレットに変更いたしまし

た。 

 自主事業でございます。５ページから６ページということになります。 

 アの物品販売事業でございます。実篤チョコ２０２２年限定版は、前年

度、３,０００個が３日間で完売したことから、令和３年度は４,４４０個

を製造いたしました。調布市内では２月１３日まで販売を継続した上で完

売することができました。また、外部での販売につきましては、新たに我

孫子市の白樺文学館へ依頼いたしました。 

 また、初めてオンライン販売を実施し、２００個を販売開始当日に完売

いたしました。新聞などでも取り上げられて、実篤及び記念館の周知につ

ながったと考えております。 

 チョコレートに関しましては、参考資料１の４ページ目、右上のところ

に図版を掲載しております。 

 イの自主事業でございます。６ページです。桐朋学園大学音楽学部と連

携して、クリスマスコンサートと寒梅のつどいコンサートを実施しました。

例年開催してきた公開ワークショップ「朗読で感じる実篤」は、令和３年

度は朗読会として企画しました。しかしながら、まん延防止等重点措置の

延長によりまして、観客を入れての開催を中止して、動画収録に切り替え
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ました。動画は編集を行い、後日、インターネットで配信いたしておりま

す。 

 令和２年度に引き続き、施設管理アドバイザー委託を導入し、施設・設

備の不具合の状況確認、対処方法や修繕について適時に助言を得て、財団

が実施する施設管理をより適切なものとするよう努めました。 

 （８）施設管理運営事業でございます。施設管理運営では、隔年で実施

している収蔵庫の燻蒸作業を行い、作品・資料の良好な保存状態の確保を

図りました。 

 開館から３６年が経過して、施設や設備の老朽化による不具合が顕著と

なる中で、高所ガラス窓の紫外線カットフィルム貼りやエレベータピット

内の排水と止水修繕、排煙窓に関わる修繕など、必要な修繕を実施しまし

た。参考資料１の４ページ目、一番最後のところにフィルム貼りの様子に

ついて御報告しております。 

 （９）財団運営でございます。人材育成の観点から、人事評価制度の導

入に向けた準備を進めたほか、労務管理についても、社会保険労務士の助

言を得ながら、規則等の整備を実施しました。 

 令和３年度は、新型コロナの影響で臨時休館や利用者の減少があり、利

用料収入が大きく減額となりました。これに対して財団は、文化庁の文化

芸術活動の充実支援事業補助金、文化施設の感染拡大予防・活動支援環境

整備事業補助金の交付を受けたほか、自主事業では物販事業の収入を活用

するなど自主財源の確保を積極的に行い、事業全体の充実を図りました。 

 事業の詳細に関しましては、８ページから２４ページにまとめてござい

ます。 

 ２５ページを御覧いただきたいと思います。令和３年度の利用状況につ

いて、２５ページにまとめてございます。令和３年度入館者数は 

５,７５７人でした。前年度、令和２年度に対して３８５人の減少、 

６.３％の減少ということです。公園を含む合計の利用者数は２万 

８,０５７名で、少し増えている状況です。利用者の推移、それから令和

３年度のアンケート結果につきまして、本日、当日配付資料としてお手元

にお配りしております参考資料２と３にまとめてございます。 

 事業報告の２６ページを御覧いただきたいと思います。こちらに利用料

収入の御報告をまとめてございます。後ほど決算のほうで御説明させてい

ただきます。 

 ２７ページから２９ページは、管理業務についてのまとめとなっており
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ます。 

 ３０ページでございますが、施設の修繕業務実施一覧をこちらに掲載し

ております。先ほど事業報告の中でも簡単に御説明いたしましたが、様々

な修繕について、１２件を実施しております。修繕費用の小計がこちらに

ございますが、１７８万７,０４９円の修繕費を支出いたしております。 

 ３１ページから３４ページにつきましては、役員会に関する事項のまと

めとなっております。 

 簡単でございますが、事業報告の御説明とさせていただきます。 

○武者小路理事長  御苦労さまです。ただいま事務局から議案第１号の

説明がございました。質疑、御意見等ありましたらお願いいたします。い

かがでしょう。特にございませんか。 

 どうぞ。 

○小林理事  昨年度のコロナ禍の中で、御苦労が多い中で、より積極的

にといいますか、精力的に活動されている様子が、今の御説明で分かりま

した。ありがとうございました。 

 年２回の特別展であったり、あるいは学校との連携であったりという中

で、利用者の声がどうであったかなんていうのがもしトピックス的に何か

あれば御紹介いただければと思うのですが、いかがでしょうか。 

○事務局  まず、特別展に関してでございますけれども、春の特別展で

は、『白樺』ということは知っていても、どのような評価を当時受けてい

たか、あるいはその評価がどう変わってきたかというのは改めて、研究さ

れる方でないと御存知ないということで、当時の記事なども展示しており

ましたので、こんなにインパクトのある活動だったのだなというようなこ

とを感じていただいたというようなことは、アンケートなどでも感想で書

いていただきました。 

 それから、秋の特別展ですけれども、映画について、実篤の原作で作ら

れた映画そのものを今見る機会がないので、こんなに作られていたのだと

いうことと、御覧いただいたり、あるいは資料で御覧いただくと分かるの

ですが、かなりのスター映画になっていたりして、振り返って、そういっ

た当時のスターを使うような、実篤の作品にはそういうスターで映画を作

るような評価といいますか、大きな作品だったのだというようなこと、そ

れから、映画資料がなかなか集まって紹介されることがないということも

ありまして、一般のお客様からも、あるいは映画に関心を持っていただい

たお客様からも、資料自体、非常に貴重だ、あるいは見たことのない資料



１０ 

があるというようなこと。あと、映画に関して、やっぱり見たいというお

声を頂きました。上映会を１つやったのですが、それ以外のものは見たこ

とがない方が多かったので、見る機会をというようなお声がけも頂いてお

ります。 

 オリンピックに関しましては、なるべく子供さんにも知っていただきた

いということで開催しました。実篤が、特にベルリンオリンピックですね、

戦前のオリンピックを海外で見ているということは、こういう形で知って

驚かれた方があったり、それから東京オリンピックに関しては、仙川で見

ているということもありますので、そういう紹介で、やはり身近に感じて

いただけたかなということを感じております。 

 それぞれいろいろなテーマで開催しておりますが、こちらも発見をして

いただけるようにということを心がけておりまして、お客様から、新しく

知ったとか、見たことはあったけれども、こういう位置づけであったとか

という発見の感想を頂くと、私どもも成果になったなと感じているところ

でございます。 

 よろしいでしょうか。 

○小林理事  ありがとうございました。 

○武者小路理事長  ほかに。 

 お願いいたします。 

○安本理事  学校連携のところで質問させていただきたいと思います。

４ページのところで、若手教員育成課題別研修のつながりで柏野小学校で

の出張授業が実現したということですけれども、それこそ、この実篤記念

館を例えば学習の場として使うというのは、記念館周辺の学校がやはり多

くて、例えば私の住んでいる西部地区だと、営業に行くけどという感じな

のですが、例えば出張授業だとか、学校図書室でのパネル展示など、第三

小学校とか第五中学校に私も営業に行くけどと思うのですけれども、たま

たま研修に来られた若手の先生とのつながりという細いつながりでこれが

実現したことでしたら、私たちを使っていただけたら、営業に行きますよ

という、感想というか意見というか。 

 以上です。 

○事務局  ありがとうございます。いろいろな形で学校へのアプローチ

はしているのですが、なかなか授業の中に組み込む方法ということは、学

校側もあぐねる部分があるのかなというところで、なかなか実現までには

いかないのですが、図書館のパネル展示などは図書室で受け入れていただ
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くような形で、なるべく東部地域以外でも実施できるようにこれからも努

力してまいりたいと思いますし、ぜひお力を拝借したいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  ほかにございますか。 

○田波理事  友の会事業について教えていただければと思うのですけれ

ども、今、会員はどれくらいいらっしゃるのかということと、毎年の増え

方というのか、増減ですかね、動向、状況などをもし教えていただければ

と思うのですけれども。 

○事務局  事業報告（案）の１４ページに、昨年度、令和３年度の会員

数を御報告しておりまして、昨年度は４３人というところです。やはりこ

の一、二年、減っていると感じております。来館されて新しく入られる方

がいらしたところが、この２年についてはやはり来館自体が減っているこ

とから、新しい会員の伸びが鈍っていて、そのために減っているかなと感

じています。 

 ただ、逆に、友の会から資料が郵送されるということを知られて、遠く

から入られる方も時々ぽつぽつといらっしゃるので、今のようなコロナの

状況からいたしますと、そういう遠隔地へ情報を届けるという形でアピー

ルをしてもよいのかなと考えているところでございます。 

○田波理事  私、司馬遼太郎記念館の友の会に入っておりまして、大体

半年に１回、企画展が替わります。残念ながらこのコロナ禍でなかなか大

阪に行く機会がなかったのですけど、やはり友の会の会報を楽しみにして

いたりしましたので、こういう取組の裾野を広げていくというものは物す

ごく大事なことだなと感じておりますので、これは僕らも努力を一緒にさ

せていただけたらと思っておりますので、ぜひこういったところから少し

ずつ取組を強化していけるように、私自身も努力していきたいと思ってい

ますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

○事務局  ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  ほかにございませんでしょうか。よろしいでしょう

か。 

 それでは、質疑はここまでといたしまして、異議なしと認め、議案第１

号「令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館事業報告（案）の

承認について」は、了承するということで決定いたしました。 

 続きまして、議案第２号「令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤

記念館収支決算書（案）の承認について」を議題といたします。 
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 事務局から説明をお願いします。 

○事務局長  議案第２号「令和３年度一般財団法人調布市武者小路実篤

記念館収支決算書（案）の承認について」、御説明をさせていただきます。

収支決算書（案）を御覧いただきたいと思います。 

 では、令和３年度財団の収支決算を御説明させていただきます。 

 当財団の決算については、公益法人会計基準に準拠した財務諸表により

御説明させていただきます。いずれも右側に説明欄を設けておりますので、

説明を併せて御覧ください。 

 では、１ページ目を御覧いただきたいと思います。令和３年４月１日か

ら令和４年３月３１日までの収支決算書でございます。一般会計と特別会

計を分けており、左から予算額、決算額、差異、説明として、主な収入や

支出の内容を表しております。説明欄に収入、支出の内容について記載し

ておりますので、差異の大きな項目を中心に説明させていただきます。 

 一般会計、収入でございます。一般会計、事業活動収支の部、事業活動

収入です。補助金、指定管理料、受託事業収入、利用料金収入、諸収入か

ら成りまして、事業活動収入の合計は、予算１億２,８５４万２,０００円

に対して、決算額は１億２,８３８万１,６９１円、１６万３０９円の差異

でございます。 

 事業活動収入、利用料金収入ですけれども、予算との差異は７万 

８,６００円、予算割合としては９０.２％でございますが、先ほども御紹

介あったように、利用者数が５,７５７人で、昨年に対して６.３％の減と

なってしまいました。 

 また、事業活動収入、諸収入のうち雑収入でございます。決算額合計が

３９９万４,８５７円で、こちらは文化芸術活動の充実支援事業補助金 

３５５万８,０００円と、文化施設の感染拡大予防・活動支援環境整備事

業補助金２０万５,８０７円が主な収入となっております。 

 次に、一般会計の支出です。管理費支出、財団職員の非常勤職員、それ

から臨時職員の人件費と財団の運営に関わる事務費でございます。 

 管理費支出は、予算額が８,７６２万６,０００円、決算額が８,３６３

万４,６９７円、差異として３９９万１,３０３円でございます。管理費全

体の執行率は９５.４％でございました。 

 次に、人件費です。人件費の合計の予算額は７,７９９万９,０００円で、

決算額は７,４４３万２,９８３円で、差異は３５６万６,０１７円で、執

行率は９５.４％でした。職員に関わる人件費は、全般にわたり、令和３
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年度の新規採用者の予算が経験５年までを想定したものでしたが、実際は

新卒が採用になったことに差額がありました。その中で差異が大きな科目

を御説明いたします。 

 事業活動支出、人件費、職員諸手当でございます。予算執行率は 

９１.７％ですが、１６２万１,５４６円の差異となりました。諸手当はこ

のほかに理由としましては、職員の期末手当の額の減少と時間外手当の全

般の減によるものでございます。 

 次に、人件費、嘱託報酬でございます。事務嘱託専門員４名の人件費で

す。事務嘱託員１名の出勤日数の減と全体の時間外手当の減により、人件

費が３７万９,６９５円の差異となりました。 

 次に、社会保険料支出でございます。予算との差異が７１万９,６５５

円となっております。新卒者の人件費に関わるもの、それから時間外手当

の減により社会保険料の給与月額が想定より伸びなかったことによるもの

が大きな理由となっています。 

 次に、旅費でございます。新型コロナウイルス感染拡大のため、長距離

の調査や借用、研修の頻度が予定より減り、差異が１６万４,６８２円、

執行率は２６.８％でした。 

 次に、２事務費支出です。予算額は９６２万７,０００円、決算額は 

９２０万１,７１４円、差異は４２万５,２８６円でした。 

 差異が大きい科目は、２ページの１行目を御覧いただきたいと思います。

負担金でございます。これはぐるっとパスに関わるものでございまして、

ぐるっとパスは１年ごとの実行委員会形式で、年度当初、２０万円の負担

金を支払います。前年度の令和２年度は、新型コロナ感染拡大の影響で、

負担金が全額の返還になりませんでしたが、令和３年度は当初支出した 

２０万円全額が返還されましたため、戻入し、差額が２３万円となってお

ります。 

 次に、公租公課です。決算額は６万３,４５３円で、主に一般会計分の

消費税と役員変更による登記所への変更申請が二度あり、それに関わる印

紙費用です。令和３年度は、消費税は特別会計と合計で３万５,５００円、

そのうち消費税対象となる金額を案分して、一般会計は３万１,８８８円

となりました。 

 次に、繰出金でございます。決算額７万円は、法人税は一括で支払うと

いうことが要件としてございますので、一般会計分の均等割額を特別会計

から一括で払うための、その費用を繰り出したものでございます。 
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 次に、２事業費です。実篤記念館の事業に関わる費用を支出しておりま

す。事業支出は、予算額１,８５３万８,０００円に対して、決算額 

１,７６０万２,８７６円、差異は９３万５,１２４円です。事業全般にわ

たり、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、臨時休館、事業変更

で影響を受けました。 

 事業費、１普及促進事業費支出でございます。予算額１,３４８万円に

対して、決算額は１,２７８万４,４７０円、差異は６９万５,５３０円、

執行率は９４.８％でございます。春の特別展の一時休止、普及事業の中

止・縮小、配信など臨機応変に対応し、また、コロナ対策費もかかり、各

項目の支出の増減がございました。 

 一般需用費としては、コロナ対策環境整備費事業の用品や消耗品の購入

費用で、差異は１３万５,７９２円でした。 

 役務費は、美術品輸送費において文化芸術活動の充実支援事業補助金を

活用できたこともあり、差異が３６万７,０４８円となりました。 

 次に、２資料管理事業費支出でございます。１３１万１,０００円の予

算に対して、決算額は１３０万４,２８６円、差異は６,７１４円、執行率

は９９.５％です。資料の保存や整理・保存に関わる資材や用品の購入、

それから修復、複製、保存箱の作成等のもので、それぞれ費用を支出して

おります。全体に減額、ぎりぎりのところでありましたが、この背景とい

たしましては、資料保存にかかっております資材が高騰しておりまして、

予算の費用よりはるかに、１.５倍から２倍の費用に高騰してしまったと

いうところで、今後、かなり影響があるのではないかと思っております。 

 次に、３情報提供システム事業費支出でございます。３７４万 

１,０００円の予算に対して、決算額は３５１万４,１２０円、差異は２２

万６,８８０円で、執行率は９３.９％です。これは、情報提供システムの

一部基幹機器の入替えを行った際、機種の見直しと再リースによりリース

料が減額になったことによるものでございます。 

 ４受託事業支出はございませんでした。 

 次に、３施設管理費です。予算額２,２３２万８,０００円に対して、決

算額２,２１７万６９６円、差異は１５万７,３０４円で、執行率は 

９９.３％です。 

 １施設管理運営事業費、これは実篤記念館の施設管理に関わる費用です。

光熱水費、修繕費、保守点検などの費用でございまして、予算額は 

１,５１４万６,０００円に対して、決算額は１,５０６万５,３０１円、 
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８万６９９円の差異でございます。執行率は９９.５％になります。 

 中でも、需用費、予算額が６０７万２,０００円に対して、決算額が 

６０７万１,５５９円と、差異が４４１円、９９.５％となっております。

これは、令和４年に入ってから急激な電気料の値上げで、何とか予算内に

収めることができたというところでございます。今後、電気料金の値上が

りに関しては、令和４年度の予算に関わってくるのではないかと考えてお

ります。 

 実篤公園管理事業費です。実篤公園の日常管理に関わる費用でございま

す。７１８万２,０００円の予算に対して、決算額は７１０万５,３９５円、

７万６,６０５円の差異となりました。執行率は９８.９％です。 

 委託料の差異は、実篤公園の日常管理をシルバー人材センターに委託し

ているものを、通常２名体制だったところが臨時休園期間に１名減になっ

たために差異が出たというところでございます。 

 以上、一般会計の事業活動支出合計は、予算が１億２,８４９万 

２,０００円に対して、決算額は１億２,３４０万８,２６９円となります。

これにより、令和３年度事業活動収支差額は、予算額が５万円になってお

りますが、これは予備費分でございます。決算額は４９７万３,４２２円

でございまして、この全額が市への返還金となります。 

 Ⅱ投資活動収支の部は、収支ともゼロ円でございます。 

 次のページ、３ページのⅢ財務活動収支の部、財務活動支出返還金です。

先ほどの事業活動収支差額決算額の４９７万３,４２２円に当たります。

これにより、財務活動収支の差額はマイナス４,９７万３,４２２円となり

ます。 

 次に、Ⅳ予備費支出です。予備費は、予算額５万円ですが、執行はござ

いませんでした。決算額はゼロ円です。これにより、当期収支差額はゼロ

円でございます。前期繰越収支差額、予算・決算ともゼロ円ですけれども、

これは、前期繰越収支差額の１３万円余の金額は、平成２９年度受託事業

費支出の残額分に当たります。これにより、次期繰越収支差額が同額にな

ります。 

 次に、２特別会計です。主に自主事業、ミュージアムグッズの物販事業

の収入から物品販売に関わる費用、自主事業の費用を支出とする予算でご

ざいます。令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの特別会計の収

支でございます。利用者数の減に伴い、全般的に物品販売事業の収入が低

調となっており、支出額全体もこれに連動して減少しております。 
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 特別会計、１事業活動収支の部、事業活動収入です。特別会計の自主事

業収入、２物販事業収入でございます。予算額５３４万３,０００円に対

して、決算額３,９１万８,９７６円となり、予算割合としては７３.３％

でございます。新型コロナウイルス感染症の拡大が長期的になり、予算に

対して減収となっております。ただし、限定チョコでは数を増やし、オン

ライン販売も導入したところ、物販収入は昨年度よりも７０万円余り増え

ております。 

 諸収入、決算額３２万１,０２０円で、予算割合は９１.７％、主に写真

の貸出料で、こちらは堅調な収入となりました。 

 事業活動収入の合計は、予算額５７４万５,０００円に対して、４２４

万２８円で、差異は１５０万４,９７２円、予算割合としては、全体では

７３.８％でした。 

 次に、事業活動支出です。 

 １自主事業費支出、２物品販売事業費支出です。予算額４５４万 

５,０００円に対して、決算額が２９９万５６４円で、執行率は６５.８％

となりました。 

 商品仕入費でございます。限定チョコ、グッズの追加製作の仕入費用で

ございまして、仕入費２４１万９８７円に対して、前年度の商品期末残高

差額マイナス１万９,５９６円を足した２４３万５８３円となります。予

算執行率としては、７０.６％。 

 公租公課でございます。法人税均等割を含む一括支払い分２１万 

６,８００円と消費税特別会計分の３,６１２円が主たる支出となっており

ます。 

 次に、３自主事業でございます。物品販売の事業の収入で、寒梅のつど

いコンサートや配信で行いました朗読会などを実施いたしました。指定管

理事業に加え、さらに事業活動を充実させるための事業費用となります。

収入が伸び悩んでおりましたので、支出については事業を厳選して支出し

ました。予算額１１９万円に対して、７５万３４８円の支出で、差異は 

４３万９,６５２円、執行率は６３.１％でした。 

 ４ページを御覧いただきたいと思います。委託料では、令和３年度から

施設管理アドバイザーの委託を本格的に導入しました。その費用と朗読会

開催の委託費で、決算額は３７万１,０９０円となりました。 

 備品費は、予算額に対して９万８,３１８円の決算額で、差異は２０万

１,６８２円です。当初、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に関わる
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備品費を必要と想定しておりましたが、令和３年度は機器がそろってきた

ことや、文化施設の感染拡大予防・活動支援環境整備事業補助金があった

ことから、この科目での執行はありませんでした。備品として購入したも

のは、財団車両のドライブレコーダーと、故障で使えなくなったタイムレ

コーダーの後継機の購入費用でございます。 

 以上で、特別会計の事業活動支出は、予算の５７４万５,０００円に対

して、決算額は３７４万９１２円、差異は２００万４,０８８円でござい

ました。これにより、事業活動収支差額は４９万９,１１６円でございま

す。 

 特別会計の投資活動支出、財務活動支出はございません。収支ゼロ円。 

 予備費は、予算・決算ともゼロ円です。 

 以上で、特別会計の当期収支差額の決算額は４９万９,１１６円で、前

期繰越収支差額は４２８万２,５５８円に対して、次期繰越収支差額は 

４７８万１,６７４円でございます。 

 ５ページを御覧ください。正味財産増減計算書です。令和３年４月から

令和４年３月３１日までの一般会計と特別会計の連結した事業の収支、資

産の増減を表しています。正味財産の増減は貸借対照表に反映されており

ます。 

 増減の理由については、右側の説明欄を御覧いただきたいと思います。 

 増減額は大きな項目になっております。 

 １経常収益の項です。人件費の収入関係が減っております。これは、事

務局長が再任用になったことによる人件費の減でございます。 

 それから、指定管理料でございます。主に『白樺』創刊１１０年及び東

京２０２０応援プログラムの終了及び修繕費用の減によるものでございま

す。 

 諸収入、文化芸術活動の充実支援事業の補助金による増でございます。 

 自主事業収入でございます。前年度、持続化給付金２００万円を頂いて

おりまして、それの分の減が主なものです。ただし、物品販売事業収入は、

先ほど御説明したように、限定チョコの製造を増やしたことにより、７１

万４,９３４円の増となります。 

 以上で、経常収益が１億３,２６２万１,７１９円となり、前年度に対し

て２２０万９,５７９円の減となっています。 

 ２経常費用でございます。人件費全般でございますが、職員給料、諸手

当は、先ほど申しました事務局長再任用職員になったことによることと、



１８ 

期末手当の減、それから時間外手当の減によるものでございます。 

 嘱託報酬の増についてでございます。専門員が１名増員になりました関

係で、８８万７,７１２円の増となりました。 

 事務費の報酬減についてでございます。役員報酬に関わるところでござ

いますが、役員会や採用試験などのために必要な出席日数が減ったことに

より１５万円の減でございます。 

 需用費です。給茶機の消耗品とか全体の経費縮減で、１２万１,３８７

円の減でございます。 

 使用料及び賃借料、これも採用試験に関わる使用料の減と、リース機器

の見直しにより、１１万６，１５７円の減でございます。 

 負担金は、先ほど申しましたように、ぐるっとパスの負担金の戻入額が

増えたことにより、支出額が減になりました。 

 公租公課は、消費税が減になったことによるものでございます。 

 繰出金は、差はありません。 

 次に、事業費でございます。 

 普及促進事業費でございます。 

 一般需用費は、特別展パンフレットが、前年度は特別展が延期になった

ことで１回分少なかったのですが、その分が今回は１回分増ということで、

３０万７，１５０円増えております。 

 また、役務費でございますが、１２９万９,６１６円減になっておりま

す。これは、前年度の特別展は岡山県の大原美術館や関西方面から美術品

の借用、夏の東京２０２０大会タイアップ企画の美術品運搬費用が通常よ

りも大幅に増えておりました。美術品運搬費が通常に戻ったこと、芸術活

動の充実支援事業補助金を活用できたことにより、大幅な減額になりまし

た。 

 次に、６ページを御覧ください。委託料です。映像制作費の増です。前

年度は編集のみでしたけれども、令和３年度はＶＲ映像の撮影・編集に関

わることで、その制作費の増、それから展示室の展示パネルの作成による

増により、１０５万８,２３４円増になっております。 

 次に、資料管理事業費です。全体で経費削減をいたしました。委託料で

は、修復内容や件数を絞り込むなどで、２５万１円の減となっております。 

 次に、情報提供システム事業費です。委託料に関しては、３９万 

６,０００円の増になっています。これは、情報提供システムの一部機器

の入替えに伴うデータの移行や、閲覧室に設置しているデータベース閲覧
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用の機器をパソコンからタブレットに移行するための費用で、増になりま

した。 

 使用料及び賃借料に関しては、リース料の減によるものでございます。 

 次に、施設管理費でございます。需用費、費用のかかる修繕が減ったこ

とによりまして、１２８万４,０１２円の減となっております。 

 また、委託料は、隔年実施の燻蒸作業と環境調査の費用差額により、 

２１５万６,２５８円の増となっております。 

 次に、実篤公園管理事業費でございます。 

 前年度の令和２年度より臨時休園日数が減少したことに伴って、日常管

理を委託するシルバー人材センターへ支払う委託費用が増になったことか

ら、委託料の４６万２,３２１円の増となっています。 

 次に、自主事業費でございます。商品仕入れのほうでは、限定チョコの

仕入費は増になりましたが、昨年には新規グッズのマスキングテープなど

の費用がかかりましたが、そういった新規グッズの作成ができませんでし

たので、仕入費が減となっております。 

 次に、公租公課です。収益分の法人税消費税の減により、１０万 

９,６１３円の減となっております。 

 次に、正味財産増減計算書にしか出てまいりません減価償却費でござい

ます。特別会計で作りました什器備品の減価償却分を平成３０年度から記

載しております。耐用年数は８年、当期の減価償却費は３５万３,９８２

円でございました。 

 次に、自主事業費です。報償費に関しては、自主事業に関わる協力者謝

礼の減、委託料、それから施設管理アドバイザーの委託費の増、備品に関

しては、先ほど申しました備品購入費の減ということで、以上で、経常費

用が１億２,７５０万３,１６３円となりまして、前年度に対して１２７万

２,９１１円の減となっています。これにより、評価損益等調整前当期経

常増減額は５１１万８,５５６円となります。 

 次に、７ページを御覧いただきたいと思います。１正味財産増減の部、

他会計振替前当期一般正味財産増減額は先ほどの５１１万８,５５６円で、

市への返還金４９７万３,４２２円を引いた額が、当期一般正味増減額が

１４万５,１３４円となります。 

 そして、寄付金が７万円で、指定正味財産期首残高の５１９万 

９,７６８円に対して、指定正味財産期末残高が５２６万９,７６８円とな

ります。 
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 Ⅲ基本金増減の部、当期基本金増減はゼロ円、期首・期末とも３００万

円になります。 

 これにより、正味財産期末残高は１,４２４万５,９６２円となり、前年

度より２１万５,１３４円の増となります。 

 次に、８ページ、貸借対照表を御覧ください。令和４年３月３１日現在

の負債も含めた資産の合計を表しております。現在の資産がどのような状

態になるかを示しているものです。 

 Ⅰ資産の部、現金預金は、預貯金が２,７０１万１,２９２円、そして、

未収金、商品等を併せた流動資産合計は２,９０３万５,８３１円でござい

ます。 

 次に、２固定資産、基本財産でございます。投資有価証券としてＳＭＢ

Ｃ日興証券で大阪府公募公債を購入し、運用しております。購入時の金額

２９９万５,２０２円となっております。 

 その他固定資産では、什器備品の減価償却費を引いた金額として、期末

簿価の１０６万１,９５１円、また、リース資産は１,０３１万５,５０２

円となり、前年度より３８９万３,１２４円の増でございます。当年度に

情報提供システムの一部入替えによるリース資産の増となります。 

 これにより、固定資産の合計が１,４３７万２,６５５円、資産合計が 

４,３４０万８,４８６円でございます。 

 Ⅱ負債の部でございます。流動負債合計と負債合計が２,９１６万 

２,５２４円で、内訳は未払金、預り金、未払消費税、未払法人税、リー

ス債務でございます。 

 Ⅲ正味財産の部、基本金は３００万円でございます。 

 次に、寄付金でございます。主に事業積立金に当たります指定正味財産

で、寄附金額と同額の指定正味財産合計は５２６万９,７６８円でござい

ます。 

 ３一般正味財産でございます。こちらは５９７万６,１９４円、正味財

産合計が１,４２４万５,９６２円となります。７ページの正味財産増減計

算書の最後のⅣ正味財産期末残高と同額となります。７ページの正味財産

増減計算書、期末残高の増減分２１万５,１３４円と、８ページの貸借対

照表、正味財産合計の増減分の２１万５,１３４円が一致いたします。 

 最後に、負債及び正味財産合計が４,３４０万８,４８６円として、資産

の合計と同額となります。 

 次に、９ページ、財産目録でございます。令和４年３月３１日現在の財
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団の財産目録で、現在の資産と負債の内訳になります。 

 Ⅰ資産の部、流動資産の合計は２,９０３万５,８３１円。令和３年度よ

りメインバンクを、三井住友銀行つつじヶ丘支店の閉店に伴い、三菱ＵＦ

Ｊ銀行に変更し、銀行口座を新設しております。 

 固定財産、固定資産の合計が１,４３７万２,６５５円、資産合計が 

４,３４０万８,４８６円です。 

 Ⅱ負債の部、１流動資産の合計が２,９１６万２,５２４円で、負債合計

と同額となります。 

 以上で、正味財産合計が資産合計から負債合計を引いた額、１,４２４

万５,９６２円でございます。これは、７ページの正味財産増減計算書に

ございます正味財産期末残高、８ページの貸借対照表にございます正味財

産合計と同額になります。 

 次に、財務諸表に対する注記でございます。財務諸表の作成に当たり、

重要な会計方針が記載されております。 

 １１ページ、監査報告でございます。令和４年４月２６日に行われまし

た新井監事、中川監事による業務監査及び会計監査の結果につきましての

監査報告でございます。 

 以上、雑駁ではございますが、令和３年度一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館収支決算書（案）の説明とさせていただきます。 

○武者小路理事長  ただいま説明がございました。 

 続きまして、中川監事から一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款

第２６条の規定により、令和３年度収支決算につきまして、監査報告をし

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○中川監事  監事を代表しまして、令和３年度決算監事報告をいたしま

す。 

 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款第２６条及び関連法令に基

づきまして、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの令和３年度

における業務監査及び会計監査の結果につきまして、御報告を申し上げま

す。 

 去る４月２６日、調布市武者小路実篤記念館におきまして、関係帳簿を

基に、令和３年度の決算につきまして事務局より説明を受けました。記載

された全ての内容について慎重に監査をいたしました結果、事業報告は妥

当であり、貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録は、一般に公正

妥当と認められます。 
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 公益法人会計基準及び関係法令並びに一般財団法人調布市武者小路実篤

記念館定款及び会計規程に従い、法人の財産及び収支の状況を正しく表示

しているものと認め、事務処理及び計数上のいずれの点につきましても、

適正に執行されているものと認められました。 

 以上でございます。 

○武者小路理事長  ありがとうございます。 

 それでは、議案第２号について、質疑、御意見等ございましたら、よろ

しくお願いいたします。いかがでございましょう。 

 数字がいろいろ細かくて、なかなか確認するのが大変かと思いますけれ

ども、御質問ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、特にないということで、質疑はここまで

といたします。 

 異議なしと認め、議案第２号「令和３年度一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館収支決算書（案）の承認について」は、了承することと決定い

たしました。 

 審議事項については以上となります。 

 続きまして、報告事項です。 

 報告第１号「令和４年第２回調布市議会定例会に提出する一般財団法人

調布市武者小路実篤記念館の経営状況報告について」、事務局から報告を

お願いいたします。 

○事務局長  それでは、報告第１号「令和４年第２回調布市議会定例会

に提出する一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況報告につい

て」、報告いたします。 

 これは、調布市における財政監理団体である一般財団法人調布市武者小

路実篤記念館の令和３年度における事業と収支決算に関する経営状況及び

令和４年度の事業計画と収支予算について、来る令和４年６月に開催が予

定されている第２回調布市議会定例会に報告案件として提出する必要があ

るため、提出するものであります。 

 報告の中身に関しては、本日承認いただきました議案の内容及び３月の

理事会にて御了承いただいた令和４年度の事業計画等を基にして報告書を

作成していくものでございます。 

 以上でございます。 

○武者小路理事長  報告第１号の説明がありました。質問等あればお願
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いいたします。よろしいでしょうか。 

 それでは、ここまでといたします。 

 報告第１号「令和４年第２回調布市議会定例会に提出する一般財団法人

調布市武者小路実篤記念館の経営状況報告について」、御了承願います。 

 次に、次第の第２「その他」について、事務局から何かあれば。 

○事務局長  その他報告として、３件御報告させていただきます。まず

は、現在開催されている春の特別展、それから先ほど報告に出ましたミュ

ージアムアドバイザーの報告書について、それから３年ぶりにゴールデン

ウイークに記念館を開館しました。そのような状況について簡単に御報告

させていただきたいと思います。 

○事務局  春の特別展に関しましては、本日、図録をお配りしておりま

す。実篤の「人間萬歳」という戯曲作品を取り上げて、掘り下げた展覧会

となっております。 

○事務局長  次に、ミュージアムアドバイザーの報告書を本日の配付資

料の中に入れさせていただきました。博学連携事業のプログラムづくりと

いうことを命題にして、また、そう遠くない将来にホームページ等のリニ

ューアル、情報提供システムの全般にわたるリニューアルを検討していか

ないといけないので、そういったことの検討のためにいろいろ情報を集め

ていただいたり、また、記念館の職員の意識改革をしていこうということ

で、ワークショップなどをさせていただきました。 

 最終的に、最後の１１ページに書かれておりますが、いろいろな意味で、

実篤記念館の取組は、現在の段階では、文学館としては先進的であり、的

確な編集によってミュージアム全般の参照に資する事例になり得るという

ご意見をいただきました。 

 ただ、これらのワークショップの中でございますように、博物館や美術

館の先進的な事例を参考にして、我々は文学館の中では先進的とは言われ

ても、博物館業界の中ではもう少し成長する必要があるのではないかとい

うふうに改めて感じたものでございます。 

 また、先生のほうで、ウェブの資産というのは非常に労力を要すること

であるということで、実篤記念館のウェブ管理や制作というところを、的

確に理解する優良なウェブ制作事業者と協働していくということが重要で

あるというような御指摘を頂いております。 

 こういったところで、まず我々も意識改革、それから現状を把握させて

いただいて、今後、調布市の基本計画に載っております情報提供システム
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全般のリニューアルに対して、どのようなリニューアルをしていくべきか、

ニーズがあるのかというようなことを検討していく一つの足がかりとさせ

ていただきました。 

 報告書については御覧いただければと思いますので、簡単な御説明とさ

せていただきます。 

 次に、３年ぶりにゴールデンウイークに開館したということでございま

す。昨年はゴールデンウイーク直前から臨時休館ということで、一昨年は

２か月余り休館中であったということでございますけれども、今年は４月

２９日から特別展を開きまして、昨日５月５日まで、公園を含めて 

１,４７０人余りの方に御来場いただきました。また、記念館のみでも 

３７０人余りの利用者があって、実際、５月８日まで含めると、かなりの

人数にお越しいただけるのではないかと。 

 例年、実篤記念館の入館者の少ない月の１か月分くらいはこの時期に稼

ぐという、実篤記念館としては一番利用者が多いピークの時期でございま

して、それが３年ぶりにオープンになったというところで、コロナ前より

は若干少ないとは思いますが、かなり大きな反響をいただいたのではない

かと。 

 その背景として、議案をお送りしたときに、旧実篤邸を紹介するテレビ

の御案内をさせていただきましたが、それを御覧になった方が多いという

ことと、あと４月の末に、公園のヒカリモについて東京新聞さんのほうで

新聞とウェブで報道していただきまして、それらを見て、お見えになった

お客様も非常に多かったということで、適切な時期に適切な広報があった

ことで、我々の記念館の利用状況に寄与したのではないかなと考えており

ます。 

 引き続き広報、特別展の広報はまだ記事にしていただいていないような

ので、また順次広報に力を入れることで、利用者数を以前に戻すような努

力を進めていきたいと考えております。 

 その他報告としては以上でございます。何か御質問があれば。 

○武者小路理事長  何か御質問はございますでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

 それでは、本日予定していた議事は終了いたしましたので、これをもち

まして、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４年度第１回定時理

事会を閉会とさせていただきます。本日はどうもありがとうございました。 

（午後２時４２分 閉会） 


